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次期計画の策定における基本的な考え方

◼ 市民意識調査の結果を踏まえ、市民一人ひとりの実態・実情やスポーツへの関心の
度合いに応じた効果的な施策を展開する。

◼ これまで培ってきた本市スポーツの特徴・強みを最大限活用するとともに、本市の
有する文化・観光等の多彩な資源と連携した施策を展開する。

◼ 本計画に基づき展開する各施策はSDGs※を意識した内容とする。

次期計画の策定においては、以下のポイントを意識して進めます。

※持続可能な開発目標（SDGs）とは、2001年に策定されたミレニアム開発目標（MDGs）の後継として、2015年9月の国連サミットで採択された
「持続可能な開発のための2030アジェンダ」にて記載された2016年から2030年までの国際目標です。持続可能な世界を実現するための17のゴー
ル・169のターゲットから構成され、地球上の誰一人として取り残さない（leave no one behind）ことを誓っています。

◼ 本計画上のスポーツの範囲を競技スポーツのみならず、意識的に行う日常的な身体活動を含め幅広く捉えて定義
付け、スポーツへの多様な関わり方を提示する。

◼ スポーツの「楽しさ」や「喜び」こそがスポーツの持つ力（価値・意義）の中核であり、心身の健康増進や生き
がいに満ちた生き方の実現、ひいては地域課題の解決方策としての活用等、社会レベルまで波及する力であるこ
とを明示する。

◼ 計画期間を2022年度から2031年度までの10年間とし、10年後の目指す姿を実現するため３つの基本方針を設定
する。

◼ ３つの基本方針ごとに成果指標と目標値を設定し、目標達成に向けた進捗状況の見える化と、年度ごとの現状把
握・評価・見直しを行う。

◼ ３つの基本方針に対するスポーツ施策を「する」「みる」「ささえる」の観点から整理する。

スポーツSDGs（スポーツ庁）
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（１）本市スポーツ推進計画の位置づけ

スポーツ基本法

仙台市基本計画

スポーツ基本計画

仙台市スポーツ
推進計画

2022-2031

個別計画

計画の位置づけ

計画期間

２０２２ ２０３１

スポーツ基本法第10条における「地方スポーツ推進計画」として位置付け、仙台市基本計画を上位計画とした、本市
におけるスポーツ推進の基本となる計画です。

令和4（2022）年度から令和13（2031）年度までとします。
※中間年に見直し予定

関連計画
いきいき市民健康プラン
仙台市障害者保健福祉計画
仙台市高齢者保健福祉計画
仙台市すこやか子育てプラン
仙台市健やかな体の育成プラン
仙台市教育振興基本計画
仙台市交流人口ビジネス活性化戦略

国

仙台市

法第９条

法第10条

参酌

地
方
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
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（２）本計画におけるスポーツの範囲

従来のイメージ

本計画における範囲

より幅広く

◼ ルールに基づいて記録や勝敗を競うこと
を目的とした競技
（野球・サッカー・バスケ 等）

◼ 教育の一分野としての体育
（授業として行う運動 等）

◼ 余暇時間において健康増・保持を目的として継続的
に行う身体的活動
（フィットネス・ジョギング・ウォーキング等）

◼ 仕事や家事などの日常生活において健康の保持・増進、美容を目的として
意識的・継続的に行う身体活動
（一駅前から歩いて通勤、エレベータを使わず階段を利用するなど）

◼ 気晴らしや楽しみ、交流を目的と
して行う身体活動
（散歩、レクリエーション等）

以下のとおり、「ルールに基づいて記録や勝敗を競うことを目的とした競技」や「教育の一分野としての体育」に限らず、日常にお
ける気晴らしや楽しみ、健康増進等の身体活動まで幅広くスポーツとして捉えていきます。
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（３）現計画での取り組み

◼ 仙台国際ハーフマラソン
をはじめとする市民参加
型イベントの開催

◼ マイタウンスポーツデー
の開催

◼ 学区民体育振興会などの
地域のスポーツ団体の活
動の支援

◼ 杜の都せんだい「元気は
つらつチャレンジカー
ド」や利用定期券（トワ
イライト・パス）による
スポーツ活動支援 など

◼ 大規模スポーツイベント
の開催・誘致(全日本大
学女子駅伝，実業団女子
駅伝（ｸｲｰﾝｽﾞ駅伝）)

◼ 本市に本拠地を置くプロ
スポーツ球団への地域密
着支援 など

する

◼ 各地域スポーツ団体にお
ける指導者講習会の実施

◼ スポーツボランティアの
養成講習会・マッチング
セミナーの実施

◼ せんだいスポーツボラン
ティアステーションの運
営

◼ 顕彰によるスポーツ活動
の応援

◼ 東京オリンピック・パラ
リンピック等を契機とし
たスポーツ機運の醸成

◼ 「スポーツコミッション
せんだい」を活用した大
規模スポーツイベントの
誘致

仙台国際ハーフマラソン大会 全日本大学女子駅伝 シッティングバレー女子ｲﾀﾘｱﾁｰﾑ強化合宿スポーツボランティアマッチングセミナー

現計画では、「する」「みる」「ささえる」「ひろがる」を基本目標とし、以下のような各種取り組みを展開してきました。

みる ささえる ひろがる
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（４）本市スポーツの特徴・強み

4

スポーツという名の希望が、

復興の力に。

地域スポーツ団体の存在 スポーツボランティアの活躍 在仙プロスポーツチームの人気

本市には、学区民体育振興会をはじめとする地域スポーツ団体や、活発に活動しているスポーツボランティア、東北楽天
ゴールデンイーグルスやベガルタ仙台、仙台89ERSといったプロチームがあります。こうした存在は、本市の特徴・強みで
あり、スポーツという名の希望が東日本大震災からの復興の力となってきました。



（５）スポーツの力

精神的ストレス発散

体力の向上豊かな人間性

リラックス

気分転換

興奮

充実感

楽しさ

面白さ

喜び

達成感

感動

心身の健全な発達

地域コミュニティの活性化 健康長寿社会の実現

地域経済の活性化

交流人口の拡大

相互理解の促進

医療費の抑制

スポーツは、以下のように体を動かすという人間の本源的な欲求を満たすことで、前向きな感情を促す直接的な力を持つとともに、
個人レベルから社会レベルまで広く、好影響を波及させることができる力を持っています。
これらの力が地域課題の解決方策として活かされ、本市においても東日本大震災からの復興の歩みの中で大きな力になってきたこと
を実感しています。

共生社会の実現

まちのにぎわい創出

健康の保持増進

地域の一体感・活力の醸成

スポーツの成長産業化
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（６）目指す姿（案）

人とまちが元気に輝き続ける －Sports City SENDAI－

スポーツに親しみ、楽しむことには、体を動かす爽快感だけではなく、心身の健康を育み、人と人

とのつながりにより地域の一体感を醸成するなど、人とまちを元気に明るくしていく力があります。

また、プロスポーツやトップアスリートのパフォーマンス、大規模なスポーツイベントは、感動や

興奮、熱狂を生み出すなど、多くの人々を惹きつける魅力的なコンテンツであり、まちに活力や賑わ

いをもたらします。

こうしたスポーツの力は、私たちの生活の質の向上に貢献するとともに、東日本大震災からの復興

においても、仙台の人とまちに大きな希望や勇気をもたらしてきました。
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目指す姿

社会を取り巻く環境が大きく変化する中にあっても、仙台の人とまちが、未来に向け、元気に輝き

続けるため、スポーツの持つ力を最大限に活かし、「子どもから高齢者まで全ての市民が楽しく元気

に暮らせるまち」、「人と人とがつながり、ともに支えあう、健康で心豊かな暮らしを育むまち」、

「人が集い、まちが賑わう、活力のあるまち」の実現を目指していきます。

“人とまちが元気に輝き続ける －Sports City SENDAI－”
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（７）基本方針

以下のとおり、3つの基本方針を掲げ「人とまちが元気に輝き続ける –Sports City SENDAI–」の実現に向け取り組んでいきます。

アクティブライフスタイルの推進
→スポーツで一人ひとりが“元気になる”

基本方針２ 地域コミュニティ活性化につながるスポーツ機会の充実
→スポーツで人や地域と“つながる”

スポーツを核としたにぎわいの創出
→スポーツで仙台に人が“集う”

基本方針

１

基本方針

２

基本方針

３
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（７）基本方針

現状
スポーツを「する人」と「しない
人」の二極化

原因

運動やスポーツをしない理由の上位
は「時間がないから」「機会がない
から」

課題

対策

ライフスタイルに合わせた取り組み
が必要

ライフスタイルやスポーツへの関心
の度合いに応じたスポーツに親しむ
機会の充実を図る

基本方針
アクティブ

ライフスタイルの推進

基本方針１

重点施策

高齢者や障害者がスポーツに参
画しやすい環境づくりの推進

スポーツに親しむ意欲の喚起

子どものスポーツ推進

スポーツを「する」ことは、心身の健康増進や生きがいに満ちた生き方を実現していくことにつながる重要な要素で
す。また、スポーツ基本法においても「スポーツを通じて幸福で豊かな生活を営むことは、全ての人々の権利であ
る」としています。これらを踏まえ、市民のスポーツ活動の習慣化を促進し、意識的に身体を動かす生活様式（アク
ティブライフスタイル）を推進します。
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16.8

22.5

42.5

運動やスポーツを行う人の割合

ほとんど毎日

週に１～２回程度

月に１～２回程度

年に１～２回程度

その他

運動していない

無回答

R2スポーツに関する市民意識調査（仙台市）

（％）

二極化

アクティブライフスタイルの推進

コロナ禍のスポーツに対する意識調査を実施予定



（７）基本方針

基本方針２

スポーツは、運動の喜びを分かち合い、感動を共有し、人々のつながりを深めます。人と人の絆を培うスポーツの力
は、新たな交流を生み、共に支え合う心豊かな地域生活を創造します。そのスポーツの機会を誰もが享受できるよう、
身近なところで気軽に参加しやすいスポーツ機会の充実を図ることで、スポーツを通じた地域コミュニティの活性化
を実践します。

現状
地域のスポーツ行事に参加する人が
減少傾向

原因

行事に参加しない理由の上位は「知
らなかったから」「地域交流があま
りないから」

課題

対策

地域のスポーツ活動への参加につな
がるきっかけをつくることが必要

身近なところで気軽にスポーツに親
しめる環境づくりを推進する

基本方針

地域コミュニティ活性化
につながるスポーツ機会

の充実

重点施策地域スポーツに参加する機会の創出

33.8 

22.8 

18.7 

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

2010年 2016年 2020年

地域のスポーツ行事に参加したことがある人の割合

R2スポーツに関する市民意識調査（仙台市）

（％）

減少傾向

地域コミュニティ活性化につながるスポーツ機会の充実
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14

19

2010年 2016年 2019年

全国・国際規模のスポーツ大会開催数（仙台市）
（回）

（７）基本方針

基本方針３

スポーツは、多くの人を惹きつける魅力的なコンテンツです。本市の資源を効果的に活用し、大規模スポーツ大会・
イベントの開催・誘致や、スポーツに文化・観光を掛け合わせたスポーツツーリズムの推進等を通じて、交流人口を
拡大し、まちのにぎわいを創出します。

現状
大規模大会の開催実績は増加してい
る

原因
平成26年12月に設立したスポーツコ
ミッションせんだいの活用によるス
ポーツ大会・イベントの誘致

課題

対策

スポーツイベントの開催・誘致をさ
らなる賑わいや経済効果に結びつけ
る必要がある

スポーツに本市の多彩な資源を掛け
合わせ、新たな魅力や価値の創出を
図る

基本方針
スポーツを核とした
にぎわいの創出

重点施策スポーツツーリズムの推進

10

大幅増

スポーツを核としたにぎわいの創出

※2020年度は、新型コロナウィルス感染症の影響により、仙
台国際ハーフマラソン、全日本大学女子駅伝の2件のみ開催



→ →→ 維持期実行期関心・準備期無関心期

（８）施策の展開・進捗管理

3つの基本方針に対するスポーツ施策を、「する」「みる」「ささえる」の観点から整理するとともに、市民意識調査の結果を踏まえ
て市民一人ひとりの実態・実情や、スポーツに対する関心の度合いに応じた効果的な施策を展開していきます。
また、計画の目標達成に向けた進捗状況の見える化を図り、年度ごとに現状把握・評価・見直しを行っていきます。

関心喚起策 継続支援策

実行促進策

市民意識調査

スポーツ実施意向
「スポーツをしたいと
思ったことがない」

スポーツ実施意向
「スポーツをしたいと
思ったことがある」

スポーツ実施頻度
「月に１～２回程度」
「年に１～２回程度」

スポーツ実施頻度
「ほとんど毎日」

「週に１～２回程度」

スポーツをしていない 42.5％ スポーツをしている 57.5％

17.1％ 24.1％ 14.1％ 39.3％

※ 数値はR2「スポーツに関する意識
調査」結果より

※ 「その他」「無回答」は含まない
ため合計しても100％にならない
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例：スポーツに対する関心の度合いに応じた施策の展開



（９）施策の体系

「人とまちが元気に輝き続ける –Sports City SENDAI–」を実現させるため、3つの基本方針を掲げて施策を展開していきます。
また、重点的に実施する5つの施策を重点施策として取り組んでいきます。※施策案は一例です。

重点施策１

「スポーツに親しむ意欲の喚起」

重点施策２

「子どものスポーツ推進」

◼ ライフスタイルに合わせたスポーツに関する情報発信
◼ スポーツへの多様な関わり方の提案
◼ ビジネスパーソン向け、女性向け、子育て世代向けなど対象に合わせたイベン

トや講座の開催等

重点施策３

「高齢者や障害者が
スポーツに参画しやすい

環境づくりの推進」

重点施策４

「地域スポーツ活動の機会創出」

重点施策５

「スポーツツーリズムの推進」

◼ 親子で体を動かすきっかけづくり
◼ 子どもが遊ぶ・スポーツを体験する機会の創出
◼ 子どもや若者が楽しめるスポーツ環境づくり

◼ 年齢・性別・国籍・障害の有無に関わらず誰でも楽しめるインクルーシブス
ポーツの普及・促進

◼ 高齢者や障害者のスポーツ活動支援
◼ スポーツ施設のユニバーサルデザイン化の推進

◼ トップチームやアスリート、企業、大学等との連携による地域スポーツ活動支
援

◼ 市民参加型の多様なスポーツ大会やイベントの開催
◼ 誰もが参加できる多種目・多世代・多志向のスポーツ機会の創出

◼ スポーツコミッションせんだいと一体となった大規模スポーツイベントの開
催・誘致

◼ 誘客につながるプロスポーツとの連携強化

「基本方針２」

「地域コミュニティ
活性化につながる
スポーツ機会の充実」

「基本方針１」

「アクティブライフ
スタイルの推進」

「基本方針３」

「スポーツを核とした
にぎわいの創出」

目
指
す
姿

基本方針 基本施策 施策案の方向性
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その他施策
・身近にスポーツができる場所・機会の充実
・スポーツを支える人材の育成
・トップアスリートとの連携

その他施策
・地域スポーツ活動への興味・関心の喚起
・地域スポーツ活動の担い手支援

その他施策
・スポーツを魅せる環境づくり
・本市スポーツイベント等への興味・関心
の喚起

・新たなスポーツ産業等との連携
・スポーツボランティアの育成・支援

人
と
ま
ち
が
元
気
に
輝
き
続
け
る
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